







　The Japanese children’s literature split up into art children’s literature and popular children’s literature in the Taisho 
Period. These two literatures set oﬀ their own path almost independently of each other. This is the so-called “double-track 
phenomenon” of the children’s literature. However, the general history of the popular children’s literature has never been 
treated. In this paper, the author overviews the popular children’s literature in the Taisho Period from the establishment to 
the demise and discusses its characteristics.


























のシリーズ「愛子叢書」全 5冊 1 や、〈世界家庭文
学の古典全書〉を標榜した豪華本シリーズ「模範家















































































































































































　創刊号 24 は初版 2,500 部を売り尽し、直ちに再版




第 1 号 26 の「館告」には「小国民は、すでに、小
学雑誌の王位を棄て日本諸雑誌の王位を占むるに至
れり」云々、第 3 年第 2 号 27 には「今は三万に埀











て、費用を惜しまなかった。第 2 年第 8 号 30 から





























　また、1891（明 24）年 10 月 28 日に、社主・高
橋省三の出身地でもある岐阜県・愛知県一帯が大
地震に見舞われた。このときの被害は、全壊焼失
142,000 戸、死者 7,200 人と伝えられている。









































































































よると、1921（大 10）年 1 月号で 6 万部、翌年 1



































































































































































































































































































































































1「愛子叢書」 実業之日本社  1913（大 2）年 2月 18
日～ 1914（大 3）年 8月 31 日 全 5 冊
2「模範家庭文庫」 冨山房  1915（大 4）年 12 月 5 日
～ 1938（昭 13）年 12 月 12 日 全 25 冊
3　前期「赤い鳥」 赤い鳥社  1918（大 7）年 7月号
～ 1929（昭 4）年 3 月号 後期「赤い鳥」 赤い鳥社 
1931（昭 6）年 1月号～ 1936（昭 11）年 10 月号 
4「おとぎの世界」 文光堂 1919（大 8）年 4 月号～
1922（大 11）年 10 月号 
5「こども雑誌」女子文壇社 1919（大 8）年 7 月号
～ 1920（大 9）年 7月号 
6　「金の船」キンノツノ社 1919（大 8）年 11 月号
～ 1922（11）年 5 月号、のち改題して「金の星」 
金の星社 1922（大 11）年 6 月号～ 1929（昭 4）年
7月号
7「童話」 コドモ社 1920（大 9）年 4月号～ 1926（大
15）年 7月号 
8「子供之友」 婦人之友社 1914（大 3）年 3 月号～
1943（昭 18）年 12 月号 
9「コドモノクニ」 東京社 1922（大 11）年 1月号～
1944（昭 19）年 3月号 




14 宮沢賢治『注文の多い料理店』 杜陵出版部 1924（大
13）年 12 月 1 日
15 「童話」1925（大 14）年 10 月号
16「赤い鳥」1918（大７）年 7月号
17　秋田雨雀『太陽と花園』序文  精華書院 1921（大
10）年 7月 18 日
18「東京日日新聞」1926（大 15）年 5月 13 日付
19　註 12 に同じ
20 初出は「思想の科学」1959（昭 34）年 3月号。引
用文は佐藤忠男『大衆文化の原像』（岩波書店 1993
（平 5）年 1月 18 日）によった。
21「少年園」 少年園 1888（明 21）年 11 月号～ 1895（明
28）年 4月号 
22「小国民」 学齢館のち北隆館 1889（明 22）年 7月
号～ 1902（明 35）年 12 月号 
23 木村小舟『少年文学史　明治篇』 童話春秋社 1942
（昭 17）年 7月 10 日 
24「小国民」1889（明 22）年 7月 10 日号
25「小国民」1889（明 22）年 10 月 10 日号
26「小国民」1891（明 24）年 1月 3日号
27「小国民」1891（明 24）年 1月 18 日号
28「小国民」1892（明 25）年 9月 18 日号
29 石井研堂『「小国民」綜覧』 私家版 1941（昭 16）
年 10 月 21 日
30「小国民」1890（明 23）年 1月 10 日号
31「小国民」1891（明 24）年 8月 3日号
32「小国民」1890（明 23）年 12 月 3 日号
33 石井研堂『増補改訂明治事物起原』下巻　春陽堂 1944（昭
19）年 12 月 28 日
34 註 29 に同じ
35「小国民」1891（明 24）年 11 月 3 日号
36「小国民」1891（明 24）年 12 月 18 日号
37「小国民」1891（明 24）年 10 月 5 日号
38「特別館告」（「小国民」第 3年第 19 号 1891（明
24）年 10 月 5 日号）、第 3 年第 22 号（1891（明
24）年 11 月 18 日号）などにも掲載
39「小国民」1895（明 32）年 1月 1日号
40「小国民」1895（明 28）年 9月 15 日号
41「少国民」1895（明 28）年 11 月 10 日号
42「幼年雑誌」1891（明 24）年 1 月号～ 1894（明
27）年 12 月号
43 註 23 に同じ
44「少年世界」1895（明 28）年 1月号～ 1933（昭 8）
年 1月号
45「日本少年」1906（明 39）年 1 月号～ 1938（昭
13）年 10 月号
46「小学男生」1919（大 8）年 10 月号～ 1923（大
12）年 9月号
47「小学女生」1919（大 8）年 10 月号～ 1923（大
12）年 9月号
48「少年倶楽部」1914（大 3）年 11 月号～ 1962（昭
37）年 12 月号（のち「少年クラブ」と改題）
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49「少女倶楽部」1923（大 12）年 1月号～ 1962（昭
37）年 12 月号（のち「少女クラブ」と改題）
50「飛行少年」1915（大 4）年 1月号～終刊号不明
51 加藤謙一『少年倶楽部時代』 講談社 1968（昭 43）
年 9月 28 日
52「日本少年」1921（大 10）年 9月号
53「小学六年生」1922（大 11）年 10 月号
54「小学五年生」1922（大 11）年 10 月号
55「セウガク一年生」1925（大 14）年 4月号
56「子供の科学」1924（大 13）年 10 月号
57 小酒井不木『少年科学探偵』 文苑閣 1926（大 15）
年 12 月 13 日
58「立川文庫」 立川文明堂 1911（明 44）年～最終刊
行年不明 
59 加藤玉秀『諸国漫遊　水戸黄門』 立川文明堂 1911
（明 44）年 4月 15 日 
60 雪花山人『真田三勇士忍術之名人猿飛佐助』 立川文明堂 1914（大3）
年 2月 15 日
61 宮崎一雨『日米未来戦』 大日本雄弁会 1923（大
12）年 8月 25 日
62 吉川英治『神州天馬侠』 大日本雄弁会講談社 1926
（大 15）年 12 月 1 日～ 1927（昭 2）年 10 月 15 日
63 押川春浪『海島冒険奇譚海底軍艦』 文武堂 1900（明 33）年
11 月 15 日
64 註 20 に同じ
65「冒険世界」1908（明 14）年 5月号（激浪庵の名
で掲載）
66 「冒険世界」1910（明 43）年 4 月臨増号　「世界
未来記」特集（虎髯大尉の名で掲載）
67 「冒険世界」1910（明 43）年 5月号（髭の少尉の
名で掲載）
68 「少年倶楽部」1922（大 11）年 1月号～ 1923（大
12）年 2月号
69「少年倶楽部」1926（大 15）年 1月号～ 1927（昭
2）年 12 月号
70 「少年倶楽部」1934（昭 9）年 1月号～ 12 月号
71 伊藤秀雄『大正の探偵小説』 三一書房 1991（平 3）
年 4月 30 日
72 注 71 に同じ 
73 中島河太郎『少年小説大系』第 7 巻　三一書房 
1986（昭 61）年 6月 30 日
74 注 71 に同じ
75 三津木春影『探偵奇譚呉田博士　第二篇』 中興館 1912（明
45）年 7月
76 二上洋一『少年小説の系譜』 幻影城 1978（昭 53）
年 2月 25 日
77「少女画報」1918（大 7）年 7月号
78 有本芳水『芳水詩集』 実業之日本社 1914（大 3）
年 3月 15 日
79 児玉花外『名作童謡少年の歌』 大同館 1922（大 11）年 4
月 5日
